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澤　

由
男

長
峰
団
地
、
蒲
生
に
都
市
公
園
を

Q　
人
口
７
千
人
が
住
む
長
峰
団
地

だ
け
で
な
く
、
蒲
生
地
区
に
さ
え
も

都
市
公
園
が
な
く
、
公
園
利
用
者
は

山
を
越
え
て
他
地
区
ま
で
自
家
用
車

で
行
く
必
要
が
あ
る
。
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
の
課
題
解
決
に
は
、
一

番
身
近
な
住
環
境
の
中
で
子
育
て
中

の
親
子
や
高
齢
者
の
憩
い
の
場
と
し

て
の
公
園
が
重
要
か
つ
効
果
的
な
要

素
と
考
え
る
が
、

①
都
市
公
園
を
設
置
す
る
に
は
、
広

大
な
土
地
の
買
収
や
遊
具
の
整
備
な

ど
に
多
額
の
整
備
費
が
必
要
と
な
り
、

任
意
団
体
の
自
治
会
費
だ
け
で
賄
う

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
都
市
公
園
は

誰
が
主
体
者
と
な
っ
て
設
置
し
、
管

理
す
る
の
か
。

②
長
峰
団
地
の
規
模
に
は
、
総
合
的

な
公
園
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
見

解
は
。
ま
た
、
蒲
生
地
区
に
計
画
的

に
公
園
整
備
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
は
。

A　
①
都
市
公
園
の
設
置
は
、
国
ま

た
は
地
方
公
共
団
体
が
主
体
と
な
り

行
い
ま
す
。
管
理
に
つ
い
て
は
本
来

設
置
し
た
者
が
行
い
ま
す
が
、
指
定

Q　
東
近
江
市
の
西
の
玄
関
口
で
あ

る
Ｊ
Ｒ
能
登
川
駅
広
場
に
つ
い
て
、

①
駅
前
の
現
状
を
ど
う
把
握
し
て
い

る
の
か
。

②
具
体
的
な
整
備
改
良
方
針
や
概
要
、

目
標
年
限
は
。

A　
①
垣
見
隧
道
の
開
通
後
、
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
や
宅
地
開
発
な

ど
が
進
み
、
駅
の
利
用
状
況
が
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
東
西
の
駅
前

広
場
で
も
、
通
勤
通
学
利
用
者
の
乗

降
ス
ペ
ー
ス
や
待
機
場
所
が
不
足
し
、

特
に
大
型
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
改
善
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
Ｊ
Ｒ
能
登
川
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー

の
改
良
は
、
令
和
８
年
度
に
整
備
計

画
を
検
討
し
、
令
和
９
年
度
以
降
に

工
事
を
行
い
ま
す
。

　
東
口
駅
前
広
場
は
都
市
計
画
道
路

Ｊ
Ｒ
東
口
線
と
一
体
的
に
整
備
す
る

計
画
と
し
て
い
ま
す
。事
業
化
に
は
、

地
元
と
の
合
意
形
成
や
用
地
取
得
に

相
応
の
期
間
を
要
す
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

Q　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
ま
ち
に
は
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
。

　
民
間
小
規
模
保
育
事
業
所
の
み
な

ら
ず
、
公
立
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
で

も
、
保
育
士
の
確
保
・
定
着
は
重
要

課
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

①
小
規
模
保
育
事
業
所
を
各
種
補
助

制
度
の
対
象
外
と
し
て
い
る
理
由
は
。

②
週
６
日
開
園
し
、
朝
７
時
30
分
か

ら
19
時
ま
で
保
育
に
従
事
す
る
保
育

士
と
市
役
所
な
ど
で
週
５
日
勤
務
す

る
事
務
職
で
、
年
間
の
有
給
休
暇
取

得
日
数
に
差
は
あ
る
か
。

③
過
去
５
年
間
の
保
育
士
と
事
務
職

の
退
職
率
の
差
は
。

④
大
卒
の
保
育
士
と
事
務
職
の
給
与

体
系
上
の
初
任
給
に
差
異
は
あ
る
か
。

A　
①
交
付
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
は
民
間
小
規
模
保
育
事
業
所
と

も
調
整
を
行
い
、
状
況
を
見
て
制
度

見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

②
保
育
士
の
有
給
休
暇
平
均
取
得
日

数
は
８
・
８
日
で
あ
り
、
事
務
職
よ

り
３
・
６
日
少
な
い
状
況
で
す
。

Q　
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て
、

①
エ
リ
ア
外
運
行
を
設
定
す
る
場
合

の
考
え
方
は
。

②
市
内
全
域
な
ど
広
い
区
域
で
の
設

定
は
で
き
な
い
か
。

③
エ
リ
ア
外
の
医
療
機
関
へ
の
移
動

ニ
ー
ズ
の
把
握
は
。

④
現
行
エ
リ
ア
運
行
の
課
題
は
。

⑤
高
齢
者
な
ど
の
移
動
支
援
の
観
点

か
ら
、
エ
リ
ア
外
の
医
療
機
関
へ
の

ア
ク
セ
ス
改
善
の
考
え
は
。

A　
①
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
は
、

鉄
道
や
路
線
バ
ス
の
幹
線
交
通
、
ち

ょ
こ
っ
と
バ
ス
へ
の
接
続
を
目
的
と

し
た
補
完
交
通
と
し
て
運
行
し
て
い

ま
す
。
バ
ス
な
ど
の
通
院
利
用
に
お

い
て
複
数
回
の
乗
り
継
ぎ
に
よ
り
、

移
動
時
間
が
著
し
く
長
く
な
る
な
ど
、

利
用
者
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
エ
リ
ア
外

運
行
を
一
部
地
域
で
実
証
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

②
既
存
の
公
共
交
通
と
の
役
割
分
担

や
民
間
交
通
事
業
者
へ
の
影
響
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
新
た

管
理
者
制
度
に
よ
り
設
置
者
以
外
が

主
体
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
公
園
整
備
に
は
、
初
期
投
資
に
多

額
の
費
用
が
必
要
な
上
、
設
置
後
の

維
持
管
理
な
ど
継
続
的
な
財
政
負
担

も
発
生
し
ま
す
。
本
市
で
は
、
既
存

の
都
市
公
園
の
老
朽
化
対
策
や
安
全

対
策
を
最
優
先
課
題
と
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
新
た
に

都
市
公
園
を
整
備
す
る
こ
と
は
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Q　
遠
距
離
徒
歩
通
学
の
熱
中
症
対

策
と
通
学
バ
ス
の
要
件
緩
和
は
。

A　
学
校
に
お
い
て
、
下
校
前
の
水

分
補
給
や
健
康
観
察
な
ど
、
安
全
に

下
校
す
る
た
め
の
確
認
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
長
距
離
を
下
校
す
る

児
童
に
は
、
保
護
者
に
よ
る
送
迎
検

討
な
ど
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
通
学
バ
ス
利
用
の
要
件
緩
和
は
、

容
易
に
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
公
共
交

通
機
関
の
利
用
に
は
柔
軟
な
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。

③
保
育
士
の
退
職
率
は
約
５
・
２
％
、

事
務
職
は
約
１
・
７
％
で
す
。
事
務

職
と
比
較
し
て
高
い
状
況
で
す
。

④
保
育
士
が
事
務
職
よ
り
月
額
５
６

０
０
円
低
く
な
り
ま
す
。

Q　
国
道
８
号
バ
イ
パ
ス
整
備
に
合

わ
せ
た
周
辺
道
路
整
備
の
考
え
は
。

A　
バ
イ
パ
ス
整
備
に
よ
り
、
交
通

量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
事

業
進
捗
に
合
わ
せ
た
幹
線
道
路
網
の

整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
財
政
負
担
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
運

行
区
域
の
拡
大
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

③
市
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
を
踏
ま
え
、
移
動
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
て
い
ま
す
。

④
高
齢
者
な
ど
移
動
に
不
安
を
抱
え

て
い
る
方
に
と
っ
て
、
複
数
回
の
乗

り
継
ぎ
に
よ
る
負
担
が
生
じ
る
地
域

が
あ
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

⑤
既
存
の
公
共
交
通
と
の
役
割
を
踏

ま
え
、
地
域
公
共
交
通
計
画
の
見
直

し
の
中
で
検
討
し
ま
す
。
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寛
明

未
来
を
支
え
る
人
材
・
道
路
に
光
を

子育て家族が憩う公園ピーク時には駐車禁止エリアも満杯

東西へ連続性がない道路網 地域の移動手段として必要不可欠なちょこっとタクシー
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